
日本アンチ・ ドー ヒ
°

ング規律パネル決定（理由書）

2016-007事件
競技者氏名：
競技種目

X

フットボール

標記事件につき、日本アンチ ・ ドー ヒ° ング規律パネルは、当該事件の聴聞パネルの決定に基づ
き、下記のように決定する。

平成29年1月 6 日
日本アンチ・ドー ヒ° ング規律パネル

副委員長 宍戸 一樹

： 
聴聞パネル決定（理由書）

日本アンチ・ドー ヒ° ング規程（以下「本規程」という。） 8.3.2 項に従って日本アンチ ・ ドー ヒ゜

ング規律パネル委員長により任命された以下の 各委員により構成される標記事件の聴聞パネルは、
平成28年11月2日及び同年12月15日に開催された各聴聞会（以下「本聴聞会」と総称する。）
の結果に基づき、平成28年12月20日、本事件に関して 、下記のとおりの決定を下したが、当該
決定の理由について は以下［理由〕記載のとおりである。

記
〔決 定〕
本規程2.1項の違反が認められる。
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本規程9条及び同 10.8項に従い、 平成28年9月25日 （検体採取の日）から同年10月21日
（暫定的資格停止期間の開始日）までに獲得された競技者のすべて の個人成績(2016明治安
田生命J1リ ー グ 2ndステ ー ジ第13節における競技成績を含む。）はいずれも失効し、かつ、
上記期間において獲得されたメダル、得点、 及び褒賞はいずれも剥奪される。
本規程10.2.2項及び同 10.5.1.1項に従い、資格停止期間を伴わない譴責とする。



〔理 由〕

平成28年9月25日に実施された競技会検査において競技者から検出された物質メチルヘキ

サンアミン (methylhexa neamine) は、 2016年禁止表国際基準（以下「禁止表」という。）に

おける「S6興奮薬」において禁止物質とされているため、本規程2.1項に定める「禁止物質」

に該当する。 競技者は、その後B検体についての分析を要求したが、平成28年10月29日付

で 株式会社LSIメディエンスから提出された報告書( Test Repo11)によれば、上記の当初検出

結果を追認するものであったことが認められる。 なお、 競技者は、 本聴聞会（暫定聴聞会を

含む）において、 上記の結果及びそこに至る手続過程に関しても最終的には争わなかった。

そこで、本件においては、競技者について本規程2.1項 （競技者の検体に、禁止物質又はその

代謝物若しくはマ ー カ ーが存在すること）の違反が認められ、同 9条及び同10.8項に基づき、 

検体採取の日から暫定的資格停止期間 の開始日までに獲得された本件競技者のすべての個人

成績 ( 2016明治安田生命JIリーグ2ndス テー ジ第13節における競技成績を含む。 なお、 同

競技会を「本件競技会」という。） はいずれも失効し、 かつ、上記期間において獲得されたメ

ダル、 得点、 及び褒賞（もしあれば） はいずれも剥奪されると考えるのが相当である。

また、 上記検出物質は 「禁止物質」 に該るものである一方で、 禁止表における 「特定物質」

でもあるところ、 公益財団法人日本アンチ・ ドー ヒ
°
ング機構（以下 「JADA」という。）、 競技 

者本人の証言及び平成28年11月1日付意見陳述書I、 競技者代理人から提出された同年12

月8日付上申書、 同年12月15日付主張書面及び競技者が所属するフットボー ルチー ム（

 以下「本件FC 」 という。） のチー ムドクターであるA医師の証言及び同医師名義にかかる同

年11月1日付意見陳述書Il ・ 同年11月2日付意見陳述書Il追記、

株式会社B代表取締役社長  C  名義にかかる同年12月15日付上申書、

株式会社LSIメディエンス作成にかかる同年12月7日付試験報告書その他の各提出証拠、 

JADA から提出された各文書(Doping C ontr ol Form等）並びに本聴聞会の全趣旨によれば、以 

下の事実が認められる。
(1 ) 今回検出されたメチルヘキサンアミンは、競技者がビタミン摂取を目的 として日常的に

服用していたサプリメント(LIFESTYLEエグゼクティブチョイス ナチュラルビタミ

ンデイリーパック(6種各 1粒入り）、 以下 「本件サプリメント」という。）に含有され

るものであったことが合理的に推認される。

(2) この点、 競技者は、 本件サプリメントについては、 平成27年1月ころから本件競技会

の前々日である平成28年9月23日までの間にかけて、ほぼ毎日 1回ずつの頻度で摂取

していたものであるところ、本件サプリメントは、本件FCによって 「世界アンチ ・ ドー

ピング機構が定める禁止物質が混入していない ことが確認されたもの」として推奨され

た製品の一つであって、かつ、本件サプリメントのラベルの表示上も禁止物質の含有を

疑わせるような記載はなく、当該サプリメントに禁止物質が含まれていることについて

全く思いも至らなかった等と述べている。

しかしながら、 本規程10.4項 の解説においても 明示されているように、 「競技者は自ら

が摂取する物に関して責任を負う（本規程 2.1 .1 項 ） とともに、 サプリメントの汚染の

可能性に関しては競技者に対して既に注意喚起がなされている」のであり、 「ビタミン

や栄養補助食品の誤った表記や汚染が原因となって検査 結果が陽性になった場合」にお

いては競技者に過誤又は過失が全くなかったとは言えないのであって、本件の競技者に

ついても同様に、本件の競技者が摂取していたサプリメントのラベル上は禁止物質の存

在を窺わせるような記載がなかった場合であるとか、たとえ競技者が摂取していたサプ

リメントが通常は禁止物質を含まないものであり、今回の服用の対象となった製品（或

いは製造ロット）においてのみ禁止物質が混入していたものであったという場合であっ
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